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存
ず
に

一度
の
勝
縁

平
成
二
十
一年

四
月
五
日
（日
）～
五
月
二
十
一
日
（日
）
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当
山
は
　
開
■
武
田
信
玄
公
が
　
川
中
ル
の
台
戦
の
折
　
信
漑
薔
光
十
の
班
共
を
恐

れ
　
‘
，
元
年

＾
一
五
五
人
）
　

御
ネ
尊
苦
光
十
如
米
像
を
は
じ
め
　
市
仏
十
士
類
を

十
遭
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

こ
こ
板
垣
の
郷
は
　
キ
光
ｔ
ｔ
立
の
大
檀
那
本
田
青
光
公
葬
送
の
地
と
伝
え
ら
れ

信
濃
よ
り
人
本
版
鏡
■
卜
人
以
下
　
　
山
こ
と
こ
と
く
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

後
　
武
田
氏
減
亡
に
よ
り
　
御
本
卓
は
識
＝
　
徳
川
　
〓
に
氏
を
転
々
と
い
た
し
ま
し

た
か
　
唐
■

一年

（　
五
九
八
一
信
濃
に
帰
●
な
さ
い
ま
し
た
．
中
府
で
は
新
た
に
　
今
回
御
開
帳
の

前
立
仏
を
御
本
Ｉ
と
定
め
　
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
．
か
つ
て
は
本
坊
二
院
卜
五
庵
を
有
す
る
大
■

院
と
し
て
浄
土
宗
甲
州
触
頭
を
動
め
　
徳
川
家
の
，
Ｗ
所
に
も
な
っ
て
お
り
ま
し
た
．
・ヨ
■
な
七
■
伽

藍
は
、
江
戸
時
代
に
一
●
焼
失
い
た
し
ま
し
た
が
Ｌ
４
さ
れ
　
金
堂
は
束
口
木
最
大
級
の
伽
藍
と
し

て
　
山
円
■
■
，
一日
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
，
●
中
陣
の
日
本

一
の
鳴
き
龍

の
天
丼
　
喪
す
の
お
越
埋
巡
り
は
　
参
市
の
十
様
に
規
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
．

御
本
尊
善
光
寺
如
米
像
以
外
に
も
　
平
安
―――
代
の
阿
弥
陀
三
尊
像
二
組
も
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
　
日
本
最
古
の
源
頼
朝
像

県^
指
定
一
ほ
か
　
法
然
上
人
像
　
源
実
朝
像
　
熊
谷

直
実
像
　
本
田
善
光
夫
妻
像
　
玄
和
居
士
像

一以
上
市
指
定
一
な
ど
の
肖
ｎ
彫
刻
　
善
光
寺
如
来
絵

伝
　
当
麻
員
荼
羅

以^
■
県
指
定
一
　

地
蔵
十
二
図

市^
指
定
一
な
ど
の
な
画
類
ほ
か
　
信
川
伝
本
の

銅
鐘

，
壮
卜
て
，
な
ど
　
文
化
財
の
ｉ
庫
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
ま
す

一
一
部
■
物
ｒ
Ｌ
ｔ
公
開
一

長
古

の
“
頂
朝
　
■
嘲
本
”

一県
　
¨
■
ｔ
文
化
叫
一

‖ ,■ ,tイ し]1,

ヽ一のⅢきnt
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●大 人 500円
■小学生 250円

●団 体 30名 様以上2割 弓

午前8時 ～午後5時

電車の場合 自動車の場合
■JR中央線 甲府駅北口よリタクシー10分   ●中央自動車道 ―宮御坂lCよ り20分
=JR中 央線 酒折駅より徒歩15分 Ⅲ中央自動車道 甲府南lCよ り25分
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